
一人一台端末の環境を活かし
た社会科授業づくり

春日井市立高森台中学校
小川晋

近畿地方の学習

第1時

～であれば近畿地方だろう

近畿地方であれば～だろう



第２時～第５時

課題解決に必要な情報を
仲間と集める。

仲間と集めた情報を
自分で整理する

整理したことを伝え合う



学び方の面でまとめる

互いの学び方から学ぶ

教科書の資料と資料、資料と本文を繋げて考
えた。例えば、本文中の地名と地図を繋げた
りした。また、グラフなどの具体的な数字が
書かれた資料をよく使った。

教科書の資料と本文をつないで自分なりに考えを
深めることができた。特に教科書ｐ211の資料④

では地図に出てくる地名と本文に出てくる地名で
共通のものを見つけて本文の情報を地図上に書き
込む事もできた。

1時間の
流れも
常に共有

第６時～第７時 仮説の検証
生徒同士の情報共有



生徒同士の情報共有

自分がこうだと思っていたのものでも、ディスカッショ

ンを通して、実は伝わりにくかったりしたので、多数の

意見を比較したり、根拠となる資料をいろんな視点か

ら見つけることが大切だとわかった。

自分だけでは気づけなかったところを、２人、３人と話し

合うことで新しい気付きが何個もありました。ただ写真を

見て話すのではなくしっかり自分で考えたことを自分の力

でまとめる、そんな力がこのプレゼンテーションには必要

だと思うので何度も練習したいと思いました。

ICTじゃないところ

最後は何かつくる！
① レポート
② スライド
③ 話す・話し合う

学び手が、より質の高い
アウトプットをするために



１ 見通しを持たせる

大きな見通し

小さな見通し

２ 生徒が課題に合わせて
知識を獲得できるか

知識の質を教える グラフを正確に読むスキル



資料と資料をつなげるスキル 本文と資料をつなげるスキル

知識を再構成するスキル クラウドなので５分でこうなる

話す場面を多く設定

３ 学習の質を上げるスキル
を生徒が実装させる



農業の見方

始まる小さな探究 結びつきの見方



考えるための技法を身に付ける：比較 考えるための技法：多面的・多角的

話す方法を
身に付ける

意見
「～だと考えます」

↓
理由
「なぜなら～だからです」

↓
根拠
「例えば～」

話し合う方法
を身に付ける

メタ認知

生涯にわたって学ぶ
↓

探究的に学ぶ
↓

学ぶって楽しい


